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高
岡
地
区
の
観
音
寺
を
訪
ね
た
。
前
日

降
っ
た
雪
が
寺
の
屋
根
に
残
り
、
解
け
出

し
た
雪
は
軒
の
先
端
を
伝
わ
り
、
滴
と

な
っ
て
地
面
に
落
ち
る
。「
う
ぁ
」。
雪
解

け
水
が
私
の
首
筋
を
伝
わ
る
。
思
わ
ぬ
冷

た
さ
に
自
然
と
声
が
上
が
る
。

観
音
寺
は
知
多
四
国
八
十
八
カ
所
霊
場

の
十
七
番
札
所
。
現
在
の
本
堂
は
大
正
十

三
年
か
ら
昭
和
元
年
ま
で
三
年
か
け
て
造

ら
れ
た
も
の
で
、
木
造
瓦
葺 
方 ほう 
形  
造 
。
方

ぎ
ょ
う 
づ
く
り

形
造
は
「
宝
形
造
」
と
も
書
き
、
四
つ
の

三
角
形
の
面
で
構
成
さ
れ
、
頂
上
の
一
点

が
中
央
に
集
ま
る
屋
根
形
式
。

屋
根
中
央
に
は
下
の
段
か
ら
、「
卍
」
の

文
様
が
浮
き
出
た 
露  
盤 
、 
伏  
鉢 
、 
宝  
珠 
と

ろ 
ば
ん 

ふ
く 
ば
ち 

ほ
う 
じ
ゅ

呼
ば
れ
る
「
や
き
も
の
」
が
積
み
上
げ
ら

れ
る
。
仏
教
用
語
で
「
宝
珠
」
は
、
あ
ら

ゆ
る
願
い
を
か
な
え
る
不
思
議
な
珠
を
意

味
す
る
。
屋
根
形
式
は
「
宝
形
造
」、
頂
上

に
は
「
宝
珠
」
と
、
こ
の
寺
に
は
何
か
す

ご
い
�
お
宝
�
が
眠
っ
て
い
そ
う
だ
。

「
去
年
の
夏
、
家
族
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー

シ
ー
へ
遊
び
に
行
っ
た
と
き
、
ア
ラ
ビ
ア

ン
ナ
イ
ト
の
世
界
を
演
出
し
た
、『
ア
ラ
ビ

ア
ン
コ
ー
ス
ト
』
と
い
う
場
所
が
あ
っ
て
、

宮
殿
の
上
に
タ
マ
ネ
ギ
の
よ
う
な
宝
珠
が

乗
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
た
よ
」
と
私

が
友
人
に
話
す
。「
宮
殿
は
金
銀
財
宝
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
で
す
よ
ね
」。友
人
の

瞳
が
輝
く
。

住
職
は
不
在
だ
っ
た
が
、
留
守
番
を
す

る
女
性
に
寺
の
「
宝
物
」
に
つ
い
て
尋
ね

て
み
た
。

五
十
年
に
一
度
し
か
開
帳
し
な
い
本
尊

の「
十
一
面
観
音
菩
薩
」。
欄
間
な
ど
に
施

さ
れ
る 
彫  
常 
作
の
彫
刻
。
元
禄
二
（
一
六

ほ
り 
つ
ね

八
九
）
年
の
表
記
が
あ
る
「 
鰐  
口 
（
軒
下

わ
に 
ぐ
ち

に
つ
る
し
、
参
拝
者
が
白
布
の
綱
で
打
ち

鳴
ら
す
仏
具
。
現
在
は
寺
内
で
保
管
）」の

三
つ
を
挙
げ
て
く
れ
た
。

「
彫
刻
以
外
は
、
毎
日
お
寺
に
い
る
私

た
ち
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、

と
て
も
貴
重
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
、

女
性
が
ほ
ほ
笑
む
。

本
堂
正
面
で
上
を
見
る
と
軒
に
は
、

所
々
参
拝
に
来
た
こ
と
を
示
す「 
千  
社  
札 
」

せ
ん 
じ
ゃ 
ふ
だ

が
張
ら
れ
る
。
名
前
や
住
所
が
記
さ
れ
、

「
小
地
谷
」「
大
宮
」
な
ど
他
県
の
地
名
が

見
ら
れ
る
。
現
在
は
巡
礼
回
数
で
「
納
め

札
」
の
色
が
決
め
ら
れ
、
千
社
札
を
建
物

へ
張
る
代
わ
り
に
、
そ
の
札
が
「
納
札
箱
」

に
入
れ
ら
れ
る
。

白
装
束
に
身
を
包
ん
だ
老
夫
婦
が
境
内

を
訪
れ
た
。
二
人
は
納
経
帳
へ
の
朱
印
を

済
ま
せ
た
後
、
赤
札
（
巡
礼
二
十
回
）
に

住
所
・
名
前
・
願
い
ご
と
を
書
き
、
箱
に

納
め
て
仲
良
く
「
般
若
心
経
」
を
唱
え
る
。

未
来
永
劫
に
残
し
た
い
素
朴
な
光
景
だ
。

「
う
ぁ
」。雪
解
け
の
滴
が
友
人
の
首
筋
に

伝
わ
っ
た
よ
う
だ
。
突
然
の
大
き
な
声
が

少
し
だ
け
二
人
の
世
界
を
邪
魔
し
て
し

ま
っ
た
。
軽
く
頭
を
下
げ
て
寺
を
後
に
し

た
。
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